


１．変化の概況１．変化の概況１．変化の概況１．変化の概況１．変化の概況

aaa．． 長期的な水質の変化長期的な水質の変化

①①①．．．溶存酸素、全リン溶存酸素、全リン溶存酸素、全リン

②②②②．．．． C DC DCODODDCODCOD 、全窒素、水温、全窒素、水温、全窒素、水温、全窒素、水温

bbbbbbb．．．． 最近の知見最近の知見最近の知見最近の知見最近の知見

①①．．湖底生態系の変化湖底生態系の変化湖底生態系の変化

②②．．水温と溶存酸素、リンの溶出をめぐる水温と溶存酸素、リンの溶出をめぐる水温と溶存酸素、リンの溶出をめぐる

見解見解

③③．． 酸素消費速度の比較酸素消費速度の比較

④④．． 北湖と塩津湾の水質の関係北湖と塩津湾の水質の関係

























塩津湾の汚濁メカニズム塩津湾の汚濁メカニズム

• 塩津湾の流れが北湖の内部波に支配される。湾内には、
時計回りの渦と反時計回りの渦とも存在している。

• 湾内に貫入した内部波は振幅が大きい、夏にも底に達
• 北湖の内部波は湾内にスロッシングする時にブレーキン
グする。水温躍層の近くに混合が起こる。









aaa..a. 長期的懸念材料は少なくない長期的懸念材料は少なくない長期的懸念材料は少なくない長期的懸念材料は少なくない

１．１．１．流入有機物量が増加する懸念流入有機物量が増加する懸念流入有機物量が増加する懸念

２．２．２．２．融雪水によって供給される溶存酸素量減少の懸念融雪水によって供給される溶存酸素量減少の懸念融雪水によって供給される溶存酸素量減少の懸念融雪水によって供給される溶存酸素量減少の懸念

３．３．３．結果的に北湖の汚染がかなり深刻になる懸念結果的に北湖の汚染がかなり深刻になる懸念結果的に北湖の汚染がかなり深刻になる懸念

bb..b. 上記の「最近の知見」だけでは判断できない上記の「最近の知見」だけでは判断できない上記の「最近の知見」だけでは判断できない

．１．１．知見が断片的かつそれぞれの関連性が不明知見が断片的かつそれぞれの関連性が不明知見が断片的かつそれぞれの関連性が不明

２．２．２．２．知見は特定の事業を想定して検討したものではない知見は特定の事業を想定して検討したものではない知見は特定の事業を想定して検討したものではない知見は特定の事業を想定して検討したものではない

３．ダム湖の場合、長期的環境変化との関連性の評価が必要３．ダム湖の場合、長期的環境変化との関連性の評価が必要３．ダム湖の場合、長期的環境変化との関連性の評価が必要

              c.       c.                            c.       上の課題検討上の課題検討上の課題

．１１．１．湖内環境の変化は複合的に起こる湖内環境の変化は複合的に起こる湖内環境の変化は複合的に起こる

．２．２．長期的・不可逆的な影響について「予防原則」長期的・不可逆的な影響について「予防原則」長期的・不可逆的な影響について「予防原則」

．これは世界的に類を見ない例ではないか３３．これは世界的に類を見ない例ではないか３．これは世界的に類を見ない例ではないか

新たな人為的改変の影響検討の必要性新たな人為的改変の影響検討の必要性


